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地域の皆さんとJR塚目駅前広場の完成を祝いました
　3月22日、JR塚目駅前広場で「塚目駅前広場完成を祝う会」が開催されました。
本事業は、駅周辺施設の老朽化対策やバリアフリー化を目指し、市や地域、JR東日本などが議論を重ね、令和5年度から本格的な工事を進めてきました。新しく整備されたロータリーや歩道の拡幅により、JR塚目駅はより快適に利用できる駅へと生まれ変わりました。
当日は宮城県古川黎明高等学校吹奏楽部による軽快な演奏で幕を開け、集まった約200人の来場者と共に完成を喜び合いました。特設ステージでは、紅白まんじゅうが振る舞われるなど、地域住民主催の「手作り」の演出で、会場は大いに盛り上がりました。
今後も地域の皆さんと共に、陸羽東線をさらに盛り上げていきます。
写真：新しい駅前広場の完成を祝いテープカット


桜まつりが開催されました
　4月3日から30日まで、加護坊山自然公園で「第42回加護坊桜まつり」が開催されました。
　見頃を迎えた約2,000本の桜が加護坊山一帯に咲き誇り、山全体が淡いピンク色に染まりました。山頂付近の広場では音楽イベントの開催や露店があり、訪れた人たちは春の陽気あふれる景色に足を止めながら、思い思いに五感で花見を楽しみました。
　また、夜間のライトアップもでは、日中とは違う夜空に浮かび上がる幻想的な夜桜に多くの人が魅了されました。
　満開の桜と多くの人の笑顔に包まれ、田尻地域の春を彩るにぎやかな祭りになりました。
写真：満開の桜に囲まれ音楽に耳を傾ける来場者


第233回鹿島台が開催されました
　4月10日から12日まで、鹿島台地域で「第233回鹿島台互市（春）」が開催されました。
　鹿島台昭和通りを中心に約180の露店が軒を連ね、季節の花や野菜、海産物、瀬戸物、工芸品など、さまざまな品が並び、通りを埋め尽くすほどの来場者でにぎわいました。
　また、今年は大崎市誕生20周年を記念して、鹿島台駅前通り公園に’の移動販売車が出店しました。鹿島台小学校には、消防車両や警察車両をはじめとする「はたらくくるま」が集結し、子どもたちは目を輝かせていました。
　強風の影響で一部中止となる催しもありましたが、全国から約73,000人が足を運び、大盛況の3日間となりました。秋の互市（11月10日～12日）に期待が高まります。
写真：多くの露店と来場者でにぎわう昭和通り
